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 図2.輝度変化ベクトル分布
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 図3.r一θ空問での量子化テーブル
 のペアはdIX-dly平面のひとつの輝度変化ベクトル点として表現できる。座標を直交座標から極座標に
 変換すると,角度θと距離rは輝度変化の方向とその大きさを表すことになる。入力顔画像に含まれる
 全ての画素に対して輝度変化ベクトルを求め,dlx-dly平面にプロットすると,差分ベクトル点の分布
 は,原点周辺に集中し,差分値が大きくなると,だんだん少なくなる傾向が見られる。これは人問顔面
 の輝度変化は大半が緩やかであることから説明できる。dlx,d王yベクトル点の分布の密度と形状が入力
 顔画像の特徴をよく表している(図2)。次にそれぞれの輝度変化ベクトルを図3に示すような量子化テ
 ー ブルを用いて,r一θ空間で量子化し,各量子化領域に含まれるベクトル点の数カウントする事で頻度
 分布を生成することにより特徴量抽出を行うものである。本章では,人物によりそれぞれ頻度分布が異
 なることを示し,この手法が顔認識に適用できることを明らかにしている。認識システムとして,登録
 の段階では,このヒストグラムが個人情報としてデータベースに登録される。認識の段階では,入力さ
 れた顔画像よりヒストグラムが生成され,あらかじめ登録された個人毎のヒストグラムと比較され,最
 も距離の近いものが認識結果として出力される。マッチング指標としてはヒストグラム間のマンハッタ
 ン距離が用いられる。
 引き続き第3章では,差分量子化を用いた顔認識の
100
 検証結果と認識精度をさらに向上させる手法の検討に
 関して論じている。まず様々な撮影条件を含む40人分
 の400枚の顔画像からなる小規模な公開のAT&丁顔画像
 データベースを用いて認識実験を行った。図4には認
 識結果を示している。横軸はフィルタサイズで,縦軸
 は認識率である。図に示すように,三本の曲線がある
 が,それぞれ252通り中の一番良いケース,悪いケー
 ス,と252通りの平均の値である。この図から分かる
 ように,Low-Passフィルタ処理により,認識率が向上
 になった。フィルタ17×17に95.75%の最大平均認識
 1△i驚
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 図4.フィルタ処理による認識率の変化
 率がある。これはVQ顔認識率95.6%と大体同じ認識率である。フィルタ処理は認識に不要なノイズ成分
 を除外することだけではなく,顔認識に重要な周波数成分を抽出するのにも非常に効率的であることが
 分かった。さらに認識結果を詳細に検証して認識手法の検討を行い,単一フィルタサイズで顔の周波数
 特徴情報の一部抽出できると考えれば,異なるフィルタサイズにより顔の異なる情報が抽出できると考
 えられる。複数のフィルタサイズの組み合わせでより多く有効な顔周波数特徴情報が抽出可能と考えら
 れる。複数フィルタの組み合わせにより平均認識率を98%に向上させた。量子化手法としてテーブル参
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 ことが分かる。APIDQ法で計算したフレーム商の類似度の変化図からは,シーンが切り替えのないフレ
 ー ム間め類似度とシーン切り替えるフレーム間の類似度は離れていること分かる。フレーム間の類似度
 の変化からシーンの検出が可能である。また,.APIDQ法は従来の輝度ヒストグラム法により優れている
 ことを示した。
 さらに,動的しきい値設定手法を確立し,シーン切り替えの自動検出を実現した。シーン切り替えを
 検出するには,閾値を決めなければならない。ここまで検討した手法は,単一の固定閾値でシーン切り
 替えを検出できているが,フィルタのサイズ,画像サイズにより最適な一つの固定の閾値を選ぶのは難
 しい。それで,正規分布の性質を利用し,動的に適切な閾値を選ぶ手法について検討した。
 また,現在標準的な動画圧縮フォーマットであ
 表し各手法とAP工DQ法の比較結果
 るMPEGデータフォーマットのDC画像に差分量子
 化を即することで,完全鰓EGデコードを実(T一正しく棚された数F『誤検出された数.
 行ずることなく圧縮データから直接シーン切りM一検出漏れ数)
 替え検出を行った。公開のビデオデータベースか
 らいくつかのMPEGビデオを用いて,従来手法と
 比べた。表1に示すように,フィルタ5×5を用'
 いた場合の結果で,APIDQ手法では誤検出された
 数と検出漏れ数がそれぞれ2カ所あるが,他の従
 来手法に比べ,かなり良い結果が得られた。直接
 MPEGビデオのシーン切り替え検出が可能である
 こ≧を示した。これは,今後益々重要となる動画
 像の自動分類技術実現に向けてその基礎となる重要な成果である。
 第5章は結論である。
 以上要するに本論文は,差分量子化画像認識技術を確立するとともに,高い認識率を有する顔認識
 手法,信頼性の高いビデオシーン切り替え自動検出手法を実現したものである。高度マルチメディア情
 報処理環境の構築に向けて意義の高いものであり.,画像電子工学の発展に寄与するところが少なくない。
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